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新学期が始まり、２週間が経ちました。先日４月２３日（土）は授業参観やＰＴＡ総会、
学級懇談や１年生は進路説明会などが実施されました。多くの保護者の方に来校していただ
きました。ありがとうございました。

１年生の進路説明会では、生徒もそうですが、保護者の皆様方にも熱心に耳を傾けていた
だき、ありがとうございました。ご家庭で進路のお話をするきっかけになればと思います。

あと数日でＧＷですね。ひたすらのんびりしたいことはよ～くわかります。しかし、そこ
は湖陵生。湖陵生の仕事はお勉強です。各学年ごとに述べましょう。
・３年生

２月センター早期模試、学年末考査終了後から自分なりに目標を見つけて頑張ってきた
ことでしょう。三者懇談で気持ちを新たに取り組んできた子も多数いると思います。その
成果が今回の全員で受けなければならない最後のベネッセ記述模試で現れることを願って
います。また目標がなくなる？そんなことはありません。次はＧＷ明け５／７第１回全統
マーク模試です。あくまでもセンター試験の本番が目標です。しかし、遠すぎてイメージ
がわかない、という生徒は目先の模擬試験に向けて気合いを入れ直して下さい。何で勉強
しなければいけないんだろう、むなしいなあ、ホントに合格できるんだろうか、時にはい
ろいろと考えることもあるでしょう。卒業生の全員が乗り越えてきたんです。自分に自信
を持ち、前だけを向いて、時には歯を食いしばって受験に挑んでいきましょう。

・２年生
新しいクラスにようやく馴染んできた頃でしょうか。部活では新入部員も加入して、張

り切っていることでしょう。その張り切りをぜひ勉強に振り分けること。このＧＷで最も
勉強しないのは２年生です。湖陵で１年たったし、受験はまだ先だし。しかし、現役で合
格できなかった卒業生は全員「もっと勉強しておけばよかった」です。その原因の大半は
２年生での取り組み不足にあります。その第一歩がＧＷ。心して励みなさい。

・１年生
怒濤の２週間、お疲れ様でした。連休でその緊張感をほぐしてください。宿研での進路

講話、そして湖陵の日の進路説明会で中学時代の勉強方法ではダメなんだ、ということが
理解できましたか？物事を丸暗記するのではなく、その本質を理解しようという姿勢を大
切に勉強してください。もう一つ大事なこと。時間は無限大にはない。スマートフォンを
高校生になって初めて持った子も多いでしょう。誘惑に負けないこと。無為に時間を過ご
さないようにしましょう。

■「計画」や「見通し」をつけるときのコツ

去年の「進路のしおり」後ろについてあるシート、「計画を立てて学習する」を切り取って
ください。１年生は担任の先生からシートをもらってください。ところで、２・３年生はこ
のシートを有効に使ってくれたでしょうか？
①達成したい目標を決める。
②取り組みたい内容を考えて、箇条書きにする。

箇条書き例
・４ＳＴＥＰのｐ○～ｐ△ ・学校の宿題プリント２枚 など

③取り組んだら、「印をつける」など、終わったことを自分で確認できるようにする。
そして「自己評価」してみる。

④自己評価の方法
「仕上がり・理解・楽しさ」の３つを軸に、下の自己評価基準をもとに主観的に評価して
みましょう。「楽しさ」は、勉強して「楽しかった・やってよかった・なるほどと思った・
コツをつかんだ」などの思いで、特に主観的に評価してよいです。

「Ｓ＝仕上げた○ 理解できた◎ or○ 楽しさ◎ or○」
「Ａ＝仕上げた○ 理解できた○ or△ 楽しさ○ or△」
「Ｂ＝仕上げた○ or△ 理解できた△ or× 楽しさ△ or×」
「Ｃ＝仕上げた× 理解できた× 楽しさ×」

○シートの上にあるのは手順①～④までしかありません。手順②の後に、この紙面の裏にあ
る時間表を利用してください。計画したことをどこでやるか、時間表に記入してみましょう。

「志を高く、易きに流れない」湖陵生は、手順②がかなり多いのではないでしょうか。あ
れもやりたい、これもやりたい、○○もやらなきゃ。となることでしょう。では実際にでき
ますか？時間表を利用することでこの現実と理想のギャップが感じられるはずです。このギ
ャップを埋めることができるように計画を立てることも大切な作業です。
○「ふりかえり」

・連休最終日、計画と実際の達成度合いとを比較して、考えたことを書いてみる。
・「よかった」「よくできた」「あまりできなかった」「半分しかできなかった」などと単純

化しないことが一番大事。それは、計画表とおわった印をみれば他人でも書くことがで
きる。他人でも書くことのできるものならば、あまり書く意味がないですよね。書く意
味は自分で作るんですよ。足りなかったもの、うまくいかなかった原因、うまくできた
理由などを、単純化せずに入れられるだろうか。制限時間は１５分です。
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毎日新聞から抜粋し
ました。高校を卒業
してその上の上級学
校へ進学するにはこ
れまでとは桁違いの
金額がかかります。
これだけかかるから
こそ、それに見合う
上級学校にぜひ入学
してほしい。

そのためのお勉強
です。ＧＷはその第
一歩ですからね。
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3 月 21 日（月）に旭川医科大学が主催して「医療体験活動報告会」が実施されました。こ
れは、旭川医科大学による「ふるさと医療人育成の取り組み」の一環として行われています。
参加者は、大学の先生・大学生・病院等で医療に携わっている方・高校生・高校教員です。

本校では医学部医学科に入学することのできる学力の育成を目指しつつ、それだけではな
く、大学の先生に来ていただいて講話等をしていただく「メディカル講座」や、さまざまな
「体験学習」を通して、倫理観を含む確かな職業観をもった医療人に近づくための取り組み
を行っています。午前中は口演（スライド
を使った発表）です。200 人近い人を前に ◆ 3月 21日の時程
各校の代表者が発表します。 10：00～ 12：00 高校生医療体験活動報告会
（↓湖陵高校の発表の様子） 13：00～ 15：00 高校生地域医療討論会

昨年度は９名の医進グループが活動していました。そのうち、旧２年
生の２名が代表して札幌で発表してくれました。なお、札幌での発表
に向かう前に、本校で旧１年生の医学科進学希望者向けに同内容の発
表を行いました。２０名ほどの参加がありましたが、終了後、発表者
に対して質問を投げかける生徒もいるなど、有意義な時間となりまし

た。札幌での発表は堂々としたもので、発表姿勢、発表内容ともに、参加していた医療関係
の方や高校教員などからお褒めの言葉をいただきました。発表内容について、発表者である
２人はもちろんのこと、他の医進メンバーの意見も参考にしながら、直前まで手直しを加え
ていたこともよっかったのではないかと思います。

第７回高校生による医療体験活動報告会 口演発表（１校あたり７分）
①釧路湖陵高校「地域の医療について」 ②旭川東高校「地域医療体験に参加して」
③岩見沢東高校「医療と介護の隔たりはなくなってしまったのか？」④北見北斗高校「北見のがん治療」
⑤函館中部高校「北海道の救急医療は本当に救急か？」 ⑥遺愛女子高校「女性医師について」
⑦小樽潮陵高校「高校生の遺伝子検査に対する意識」 ⑧室蘭栄高校「東胆振と西胆振の医療問題の比較」
⑨札幌東高校 「札幌市につくる救急病院」 ⑩札幌西高校「対人口比だけで医療資源不足を議論するのは正しいのか？」

実際に発表を聞いた方々からの感想です。
・トップバッターとして、とてもいい発表だった。自分たちの地域のことについて詳しく説

明されていて良かった。
・医師の悩みなど、医師の目線から見た医療についての内容がとても興味深かったです。
・「未来の医師へ求めたい７つのこと（①「わからない」の重み②本当にやりたい分野③患者

さん主体の医療④幅広い視野で診察⑤豊富な雑学⑥他人を敬う気持ち⑦やりたくなくても
率先して積極的に真摯に」が、なるほどと思った。人間力を磨きたいと思った。

・地域医療について鋭い眼を持っているなと思った。
・高速道路拡大のことを話していて、高速道路を使用することで時間 の短縮や患者さんの

身体への負担が軽減されるとあって、すごく良いと思った。
・多くのことを学んだことがよくわかるプレゼンテーションでした。「自分たちがどう思った

か」「どうしていきたいか」をもっと強調すると、良かったのではないかと思う。
・釧根地区の今後の医療形態まで考察され、良い発表だったと思います。疑問をぜひ、来年

の生徒の皆さんにもつなげて下さい。

午後の「地域医療討論会」ではＫＪ法という手
法を用いて志を同じくする他校生とディスカッシ
ョンをしました。初対面同士でしたが、活発に発
言し合う姿が見られました。また、右の写真にあ
るような、ポスターによる発表もありました。

湖陵でも札幌でも体験を通した学びを、志望を
実現する行動へとつなげることが大切です。

計画したことをどこでやるか、時間表に記入してみる。（登校日も含む）
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■ふりかえり


